


























要約:近年,NICU(Neonatal Intensive Care unit)では,超未熟児の入院数が増加し,多くの

施設でその対策に苦慮している。超未熟児は極めて特殊な未熟児のグループであり,治療上

および看護上においても,高度な特殊技術を必要とする。また,NICU における入院期間が長

期におよび,病床を占有する率が極めて高く,病棟の運営上にも大きな支障をきたすことが

大きな問題になっている。 

人口動態全国統計でみると,1,000グラム未満児の出生数は1984年まで毎年増加し,これ以

降はほぼ平衡状態を続けていたが,1990 年では前年比 1.07 と増加を示していた。また,妊

娠週数 20～23 週の極めて未熟な部分の出生数をみると,同様に 1976 年に急激に増加し,そ

の後 1984 年まで毎年増加し,これ以降は横ばいを続けていたが,1990 年での出生率は前年

比 1.13 と上昇していた。人口動態 1990 年の統計では 1,000 グラム未満出生数は全国で

2,291 人,20～23 週の出生数は 220 人,24～27 週の出生数は 2,092 人であり,出生数全体が

減少しているにもかかわらず,これらの未熟な児の出生数は減少せず,出生率は 1990 年で

上昇していた。 

したがって,周産期医療のシステム化が進むにつれて,これらの児に対する、NICU での、需

要はさらに高まることが予想される。 


